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イミング（前・後）の 3 要因計画で実施した．第 1 要
因・第 2 要因を被験者間要因，第 3 要因を被験者内要
因とした．
　被験者　大学生 25 名（男性 12 名，女性 13 名，年齢

































については，Table 2 参照）．「非常に（ 7 ・ 1 点）」





用した（Table 2 ・Table 3 ）．回転後の因子の相関行






















れぞれ 4 項目をダミー項目として混ぜ，「非常に（ 7 ・
1 点）」「かなり（ 6 ・ 2 点）」「やや（ 5 ・ 3 点）」
の順に配置し，中央に「どちらでもない（ 4 点）」を
配置した．その後，被験者を「抑鬱・不安」尺度得点に
ついて，尺度の平均値＋ 1 SD 以上の群を高群（得点が























形容詞対 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
あたたかい－冷たい 0.8147 0.2666 -0.1933
明るい－暗い 0.7754 -0.2849 0.1173
陽気な－沈んだ 0.7573 -0.1331 0.1581
軽やかな－重々しい 0.6569 0.1823 -0.1623
穏やかな－激しい 0.1178 0.7983 -0.0306
静かな－うるさい 0.0129 0.7075 0.2502
テンポの遅い－テンポの速い -0.0726 0.7002 -0.1253
単調な－変化に富んだ 0.1069 0.1155 0.9141
単純な－複雑な 0.0691 -0.1115 0.7887





因子Ⅲ 0.0904 -0.1605 1.0000
結　果
　抑鬱・不安得点について，安静時での音楽聴取（有・無）













Figure 1 　ネガティブ感情における 2次の交互作用
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